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This research is an attempt to see Aikawa of Sadogashima where research progresses and villages in the 
vicinity which are not drawn to be one big area. Reading out the village space from the topography and 
location conditions. 
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１．	序章 
（１）背景と目的 
ここ数年で、地方創生という言葉はずいぶんと耳慣れ
た。例えば、歴史的な価値のある街並みや産業を保存、
継承することはそういった活動に適している。それを基
盤に新たな経済活動と暮らしの営みが生まれることで、
地域に光が当たることがある。しかし、そういった歴史
的な遺産があっても、地域創生の材料にできなかったり、
価値を見出されなかったり、淘汰される場合も多い。	
昨今、都市の文脈では、都市の後背地としての農村の
存在を重視し、都市と農村の結びつきに着目するような
テリトーリオに関心が集まっている。テリトーリオ（＝
領域）を考えることで、目立った歴史的価値や産業がな
いように見える地域にも光を当てることができるかもし
れない。また、現在賑わいのある街の価値あるものが観
光の道具として消耗され、ただのブームになってしまわ
ないためにも、テリトーリを考え、広く目を向けること
が必要であると考える。	
（２）研究方法 
キー第１章では市町村史や報告書、航空写真などを用
いて、巨視的な視点で、地形と集落や耕地の立地を通時
的に考察する。	
第２章では金泉地区に焦点をしぼり、６集落を家屋の
配置や造成、水路などを比較・観察し、海府の集落空間
の構成原理を分析する。比較する要素や分析方法は既存
の相川の研究などを参考にした。さらに、既存研究では
海府集落が相川の空間の原型であるという考察から一歩
踏み込み、海府・二見にも近世の集落モデルが存在する
と仮定し、考察を行った。	
第３章ではさらにスケールを落とし、住居空間や集落
空間の使われ方を取り上げる。金泉地区の小川と姫津の
集落でヒヤリングと実測を行った。その結果と既存の住
宅研究と合わせて、二見・海府の住居空間と暮らしを明
らかにする。	
（３）対象地	
対象地は新潟県佐渡市の旧相川町とする。旧相川町は
北から、外海府地区、高千地区、金泉地区、相川地区、
二見地区で構成されている。この５地区は江戸時代に相
川鉱山の影響を受けて、大きく変化し、昭和３１年の市
町村合併においても、この５地区で相川町とて成立した。	
また、本研究において、重要な近世において、相川以
南（二見地区）を二見、相川以北（金泉地区、高千地区、
外海府地区）を海府もしくは外海府と呼んだ。	
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図１	 地区の分けの様子	
	
２．	佐渡島と旧相川町の地形区分 
（１）海成段丘	
大佐渡沿岸には数段の海岸段丘が発達しておりそれら
は高度、連続性などから第丘(160~220	m)、第 2 段丘
(80~140m)、第 3 段	丘(60~120m)、第 4 段丘(35~70m)、第
5段丘(25~40m)および第6段丘(5~8m)の6段に大別される。 
（２）原始・古代 
縄文時代から人は住んでおり、当時は海面が今より高
く、現在の海成段丘あたりに遺跡が見つかっている。こ
のちに弥生人の水田遺跡存在しない。古墳時代になると、
塩焼きの遺跡が浜辺付近から見つかるようになる。中世 
（３）中世 
中世は家族単位の小集落が、固まって居住していた。
それぞれの地形、自然環境に沿った生活をしていたと考
えられる。 
 
 
図 2	 中世集落図	
 
（４）近世	  
	 近世になると鉱山が発展し、大規模な水田開発が行
われた。それによって浜辺に住居部分が固められ、山
麓-段丘-浜辺と連続して活用する集落が成立した。 
 
 
図３	 近世集落図	
 
 
３．	鉱山開発が生んだ集落空間	
（１）鉱山町の都市空間 
	 	 相川は一つの鉱山町といっても、それぞれの業種
によって居住地を分けたため、その鉱山町の中で成立し
た年代も仕組みも少しずつ異なっている。地形と都市計
画の手法によって分類するといいかのようになる。 
A : 上相川と呼ばれる、相川の初期に発生した町。それぞ
れ山間(丘陵)部での山師によるテラスによる敷地造成。上
相川は現在消滅している。 
B：相川上町。代官大久保長安による近世城下町の論理を
導入した丘陵部の開発。より鉱山に関わりの深い山師や
職人の居住地。 
以下、C と D は相川 
下町に入る。鉱山業によって人が集中したことで二次
的な商業が発展した町。 
C：海岸部で近世的な技術が入る前の現地形に影響された
部分を残す都市形成 
D：久保長安による海岸部の埋立て 
（２）近郊村の集落空間 
a）金泉地区概要 
	 金泉地区は相川に近い南側から小川、達者、姫津、北
狄、戸地、戸中の６つの集落から成り立つ。段丘上の台
と海浜をぬって、北に通じている海府道中沿いに、串刺
しのように並んで集落を作り、あるところは川口の低地
に軒を並べ、また段丘崖にへばりつくように家屋が建っ
ている。 
b）道 
	 全体集落の道の通り方は、現在の地図と比較をしても
ほとんど差がない。そのため街区の形も近世のものが現
在まで引き継がれている。相川のような海岸と並行な街
道のような道は存在しない。戸地と戸地以外の集落は、
は浜側に集落全体を通る街道のような道が存在するが、
これは近世のかなり終わり頃に整備されたのではないか
と推測される。 
c）街区 
	 山側の敷地割はどの半農村も不整形である。しかし浜
側では違いが生じている。達者、戸地、戸中では浜側は
整形な土地が多く見られた。部分的ではあるが、まるで
町屋を並べたかのような短冊形の敷地や帯状に連続した
細長い敷地も存在した。しかし小川と北狄は浜側でも同
様に不整形な敷地割となっている。 
 
 
図４	 達者	 明治四年地籍図	
d）石垣 
	 山側では勾配をならすための、石垣によるテラスが見
られた。このテラスの多さや高さは集落ごとに異なるが、
戸中や戸地は崖に張り付くように集落を形成しているた
め石垣は高く、集落を通るみちも階段状になったが、反
対に達者は山側でも低いテラスが多く見られた。浜側に
も石垣は存在する。浜側は、防波堤のような高い石垣を
設けている。現在、集落浜際はコンクリートの防波堤と
道路で整備されているがかつては、直接砂浜と海につな
がっていたため、波と風から住居を守るためにあったと
考えられる 
（３）海の道・山の道 
	 長い海岸線に沿って点在する村々は、海岸段丘と山
を背負い、前は海がひらけている点は似ていても、舗装
道路が通じるまでは相川町部以北（外海府）と二見地区
とでは、道の成り立ちや利用の仕方において、だいぶ事
情が違っていた。外海府では大佐渡山地の前山の塊が、
あちらこちらでそのまま海に落ち込む嶮峻さは、くらべ
ものにならない。「四十二曲がり」「大倉ワシリ」、海
馬峰～関岬を形成する障壁などは陸の難所として有名だ
った。 
二見・海府地区では海岸に沿う山越え道を断続的につな
いで相川町にでたわけであるが、重い荷物はもっぱら海
路を舟運に頼らなければならなかった。 
 
４．	建築空間と暮らし 
	 海府地域の多くは、佐渡の伝統農家と近い形をしてお
り、必ずオエ（オマエと言う）共通の部屋を持つ。	
	
	
図５	 オエの空間	
	
このような神棚のある間で、かつては家族団欒する場と
して使われ、囲炉裏が焚かれていた。	 	 	
	
５．	結論 
	 佐渡海府・二見では、中世まで相川と変わらず、小規
模な集落が散在している様子だった。しかし、近世に相
川が台頭したことで、鉱山町に資共有するための周辺農
村として変化した。しかし、すべての集落が均一に変化
したわけではなく、中世の要素を集落空間に生かしなが
ら近世の街へと昇華させた。	
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